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要約
本研究ノートは，いわゆる家族療法，家族システム論についての既存理論を，筆者が社会学における社会システム論，
構造・機能分析を用いて再構築しようとする試みの軌跡であり，その思考過程によりファミリーソーシャルワークにお
いて，一つの支援方法の布石を投じようとする試みである。

問題意識

ミニューチンによって開発された構造的家族療法で
は，家族関係をシステムと捉え，そのシステムの弱いと
ころを調べ，それらを強化し，関係をより機能的に変え
ることを目的としており，その方法は家族関係の在り方
に介入し，その関係の問題点を指摘し，家族成員一人一
人に働きかけ，あるいはコミュニケーションの場を提供
し，あるいは意図的に放置しておいて，その様子を観察
する，等の方法を用いて家族関係間のニーズを発見し，
それを家族成員が克服できるようにプランニングし，成
員のエンパワメントを高める一連の技法を指す。しかし
ながら，これら一連のプロセスが機能するには，ある前
提が必要である，と考える。すなわち「家族成員が一定
数以上確保されていること」という前提である。はっき
りいえば，G・P・マードックの核家族の概念「一組の夫
婦とその子供とによって構成された家族」すなわち，最
低⚓人以上の家族成員が生活する家族，あるいは三世代
家族であればこそ機能する，と考える。言い換えれば，
従来の家族療法が前提とする家族システムは「最低⚓人
以上の成員が生活する家族」を前提にしているといえる。
現代家族の形態は多様化が叫ばれて久しい。特に一人世
代，シングルファミリーなどの小規模家族が増加してい
る現状において，それらを包含した新しい家族システム
論を構築する必要があると考える。

家族システムの再構築試論

従来の家族システム論では「世帯を共有する家族成員
の関係性」を，その支援対象としてきたが，これは一定
数以上の家族成員数という前提のもとになりたち，さら
に各成員の役割が，ある程度固定していることにより成
立する。それであればこそ「世帯を共有する成員間」と

いう，狭い範囲での集団としての家族を対象とすること
ができたといえる。現代家族の形態の多様性を考慮に入
れれば，これは再考の余地があるといえる。1990年代よ
り問題化してきた児童虐待の多くは，閉ざされた空間内
での限定された役割と関係性の中で発生したものが多
い。ゆえに，家族を限定された空間内での生活を共有す
る集団，いわゆる家庭という範囲内で捉えるだけではな
く，成員一人一人の個人的ネットワークを加えた家族の
生活世界を一つの家族システムとして捉えなおす必要が
あると考える。よって，以下のように定義する。

①，家族とは特定の世帯を共有し，家庭を構成する成員
関係を基本とする。
②，①にさらに家族内の各成員が持つヒューマンネット
ワーク（この場合はインフォーマル・ネットワーク）を
加えて家族システムとする。
③，家族内成員関係と家族外成員関係は相互に連関し，
特定の家族機能を遂行する。
④，家族機能とは，T・パーソンズ「子どもの社会化」「成
人のパーソナリティの安定」のように家族内成員間，及
び家族外社会において順機能として機能する。
⑤，家族機能を遂行する主体は①の家族内成員関係であ
る。よって①を家族構造と定義する。
⑥，家族構造は家族システム内での様々な関係性を駆使
し家族機能の遂行に努める。
⑦，家族構造は家族機能を遂行できなくなった時に家族
変動を起こす。
⑧，したがって，家族を支援の対象とした場合，支援者
は家族変動を防ぐ，あるいは家族成員に対する変動の影
響を最小限に食い止めるために，家族構造の機能遂行を
支援し，家族システム内の調整，あるいは新たなヒュー
マンネットワークの構築を視野に入れた家族システムの
構築を模索しなければならない。
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家族機能と家族役割

機能の遂行には，成員が集団内での特定の地位をもち，
それに伴い役割を自覚することが前提となる。しかしな
がら，家族成員関係の形態を特定することが，家族形態
が多様化した現代においては危険であると同様に，特定
の地位に限定した役割を付与することもまた危険である
と考える。これは例えば「父親だからこうしなければな
らない」という思考が「父親だからこれだけやっていれ
ばいい」という思考に変換され，それによって他の成員
の役割過多を助長し，最終的に家族変動につながる，と
考えるからである。したがって，家族成員間の地位と役
割，少なくとも役割については，ある程度，流動的なも
のとして規定しなければならないと考える。これは，近
代家族に見られた性別役割分業のような固定した役割関
係により，特定の成員の負担が増加することを防ぐ狙い
もあるが，各成員の役割の流動性を持たせることにより，
家族システムにおける家族構造外のネットワークとの協
働が可能になり，より広い選択肢を持った役割遂行が可
能になると考えるゆえである。各成員がいかなる役割を
遂行するかは家族構造が置かれた状況によって変化する
が，ここで考慮されなかればならないのが家族構造内で
のコミュニケーションの多少である。と，同時に，家族
構造を外部から客観視し，家族構造内の成員に的確なア
ドバイスを与えることができる構造外の成員，すなわち
家族システム内の成員の存在である。これにより家族構
造内成員は時々に応じた自身の役割遂行を認識でき，さ
らには，場合によっては，役割遂行を家族構造外，すな
わち家族システム内に役割遂行を一時的に外注化する余
地が生まれる。これは，家族形態の多様化における小規
模家族形態における役割遂行のセイフティネット機能を
家族システムが担うこととなる。また，家族構造内にお
ける役割の流動化は，家族システムにおける潜在的機能
を誘発する。すなわち，家族構造の成員関係の客観的観
察である。旧来の家族システム論において，家族問題が
起こる原因の多くは「家族の集団としての閉鎖性」と「成
員間の距離感の喪失」であった。例えば，一組の夫婦と，
その子供からなる家族が夫の転勤により，知人のいない
土地に移り住んだとする，夫は新しい赴任地で多忙を極
め，妻は友人も作らず子どもとの生活を送っていたが，
知らず知らずのうちに子どもとの距離感が狂い，自覚せ
ぬままに子どもに不適切な接し方をし，たまたま遊びに
来た旧友に指摘されるまで，自分の子どもに対する不自
然な接し方に気づかなかった，という例は枚挙にいとま
がない。家族を家族構造だけに限定することなく，その
成員の持つヒューマンネットワークを含めた家族システ
ムとして最高得する必要性の二つ目が，このシステムの

持つ潜在的機能の重要性を考慮してのことである。

ファミリーソーシャルワークの支援範囲について
の試論

ジェネリック・ソーシャルワークにおいては，クライ
エントの支援範囲を，ミクロ・メゾ・マクロと規定して
いる。筆者はこれに異論をはさむ気は毛頭ないが，被支
援者をクライエント個人に限定することについては，考
慮の余地があると考える。従来のソーシャルワークにお
いては，家族関係もインフォーマル資源として，支援プ
ランに導入されてきた。しかしながら，これまで繰り返
してきたように，現代の家族形態の多様化，特に，小規
模家族，クライエントがその成員であったとしたら，そ
の成員はインフォーマル資源としてだけではなく，支援
の対象となりはしないだろうか。家族成員数が少ないの
であれば，家族システムを構成する家族構造外成員の数
もおのずと減少していることは容易に想像がつく。ゆえ
に，クライエントの支援を考えると同時に，家族構造内
成員の支援を考慮に入れた家族システムの再構築も，考
慮に入れる必要があると考える。以下は，筆者がクライ
エントの家族システムまでを支援対象にした場合に考え
うる，ジェネリックソーシャルワークにファミリーソー
シャルワークを導入した支援範囲についての一考であ
る。

①ミクロ
家族構造を支援対象とする。家族構造内成員へのアセス
メントにより，ニーズを発見し，一連のソーシャルワー
クの技法を用いて支援を行う。
②メゾ
家族システムを支援対象とする。家族構造外のヒューマ
ンネットワークをアセスメントし，家族構造内成員との
関係調整，あるいは家族システムにおけるヒューマン
ネットワークが極めて少ない，あるいは，まったくない
場合はこれに代替するヒューマンネットワークを構築す
る。
③エクソ
家族システム外の地域社会などへの働きかけ，家族構造
が居住する地域社会のける当該事例に関係するフォーマ
ル機関への働きかけ，フォーマル資源の構築。
④マクロ
社会全体に影響を及ぼす制度（法制度，行政システムな
ど）に対する働かけ。
⑤クロノ
時間軸を考慮した支援。家族構造内成員のライフステー
ジを考慮した支援。
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以上はあくまで筆者の一考であるが，クライエントの
生活空間を考えた場合，その家族構造の大小，成員の多
少と属性の違いはクライエントの生活に大きな影響を及
ぼす。ゆえに，クライエントの家族システムを考慮に入
れたソーシャルワークシステムの構築が急務とであると
考える。

最後に

家族形態の多様性については 1990 年代より家族社会
学においての大きな検証課題であった。これについては
様々な研究者が多様性についての論考をあげているが，
筆者はここに，ソーシャルワークという変数を組み込む
ことにより，多様化した家族形態に暮らすクライエント
に対する支援を考慮に入れた家族システムの構築が急務
であると考え，考察を繰り返してきた。今回は非常なラ
フスケッチではあるが，その考察の一端を研究ノートと
して発表した。言うまでもないことであるが，システム
論，構造・機能分析の視点から見ても筆者の論考は極め
て稚拙であり，今後，さらなる考察を続けていく所存で
ある。
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One Argument Considered with Family System Theory
for Social Work

SUGIMOTO Daisuke

Abstract
In this paper, I will introduce the trajectory of reconstructing the existing family system theory using social

system theory and structure-function analysis in sociology, and an idea for the construction of support methods in
social work.
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